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2025年 10月 2日 
国立大学法人京都大学 
国立大学法人埼玉大学 
国立大学法人富山大学 

BIPROGY株式会社 

研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP) 産学共同ステージⅡに採択 
～ ものづくり産業における効率化による開発期間短縮とコスト低減に貢献 ～ 

京都大学、埼玉大学、富山大学、ダイキン工業、BIPROGY の産学共同研究テーマ「産業流体装
置開発を加速する流線トポロジカルデータ解析（注 1）ソリューション」が、国立研究開発法人科学
技術振興機構（JST）による「研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）2025年度 産学共同 
ステージⅡ（本格フェーズ）の ICT、電子デバイス、ものづくり分野」に採択されました。
本共同研究では、数理科学の成果である流線トポロジカルデータ解析を発展させ、ダイキン工業
の空調用圧縮機において、内部の複雑な流れの本質的なスケルトン構造を高速かつ効率的に抽出
するアルゴリズムを産み出し、可視化するソフトウエアの開発を目指します。
この解析により、産業機器開発現場で流体シミュレーション計算結果の解釈が容易になり、効率
化による開発期間の短縮やコストの低減、新たな省エネ製品の開発につながります。また、他の
産業流体装置開発への適用展開も含め、幅広い分野への応用も期待できます。

【背景】 
液体や気体などの流体エネルギーを機械エネルギーに変換し、制御・移動・処理するための流体
装置は、製造・医療・環境などの多様な分野で不可欠な役割を果たしています。 
流体装置の開発には、コンピューター上での流体シミュレーションが一般的に用いられ、流体シ
ミュレーション解析ソフトウエア（以下、CFD）が普及しています。しかし、CFDでは流れの方
向や強さなどの詳細データは得られるものの、この複雑なデータから有効な情報を取り出すのは
容易ではありません。その結果、試行錯誤的な設計変更と長時間かかるシミュレーションの繰り
返しを余儀なくされ、産業流体装置の開発現場で開発期間の長期化とそれに伴うコスト増大が課
題となっています。

【「産業流体装置開発を加速する流線トポロジカルデータ解析ソリューション」の概要】 
本共同研究は、空調機メーカーであるダイキン工業の空調用圧縮機開発における性能向上のため
の課題解決を目指し、広く流体を扱う産業装置の開発で用いられるような流体解析ソフトウエア
を研究開発します。 
空調用圧縮機は、冷媒（ガス）の温度をコントロールするエアコンの心臓部であり、ダイキン工
業は圧縮機の製造において高い技術力と品質を追求しています。圧縮機内には冷媒を循環させる
ためのモーターや圧縮機の動作部分を潤滑し摩耗を防ぐための油が存在します。この油が冷媒ガ
スとともに圧縮機外に吐出される「油上り」という現象があり、重要な設計課題となっていまし
た。
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流線トポロジカルデータ解析を用いることで、空調用圧縮機内部の複雑な冷媒や油の流れのパタ
ーンや全体構造を効率的に抽出して可視化できるようになり、圧縮機内部の構造をどのように変
えれば効果があるかを的確に特定することが可能になります。どこに問題があるのかがわからな
いまま試行錯誤するのではなく、狙いを定めて効率的な開発を行うことで、開発期間の短縮やコ
ストの低減を目指します。
京都大学、埼玉大学、富山大学と BIPROGY は、ダイキン工業の課題に対応するためのソフトウ
エア研究開発を通じて、産業流体装置に対して流線トポロジカルデータ解析を実行する共通基盤
モジュールを整備し、個別カスタマイズによって広範な産業開発に適用可能とする「TFDA-i ソ
リューション」（注２）の構築を目指します。

【採択の概要】
・研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）2025年度 産学共同 ステージⅡ（本格フェーズ）
・研究テーマ：産業流体装置開発を加速する流線トポロジカルデータ解析ソリューション
・開発期間：2025年 10月 1日～2030年 3月 31日
・役割：京都大学、埼玉大学、富山大学：流線トポロジカルデータ解析（TFDA）の理論整備

ダイキン工業：空調用圧縮機のシミュレーションデータ提供と適用検証 
BIPROGY：TFDA実装アルゴリズムおよびソフトウエアの研究開発 

【今後の取り組み】 
本共同研究では、ダイキン工業における空調用圧縮機の油上り現象の発生比率低減を目指します。 
流線トポロジカルデータ解析は、CFD を補完するものとして今後広く使われる可能性がありま
す。将来的には、自動車や航空機などの流体を扱う広範な産業機器の開発現場で活用できる流線
トポロジカルデータ解析ソリューションの提供を目指しています。

以 上 

注 1：流線トポロジカルデータ解析(Topological Flow Data Analysis; TFDA) 
気流や水流などの流線構造から渦などの特徴を抽出し、文字列として出力する技術 

注 2：TFDA-iソリューション 
産業機器開発用の TFD解析ソフトウエアとそのカスタマイズをセットにしたサービス 

■関連リンク：
研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP） https://www.jst.go.jp/a-step/index.html

※記載の会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。
※掲載の情報は、発表日現在のものです。その後予告なしに変更される場合がありますので、あ
らかじめご了承ください。

＜採択課題に関するお問い合わせ＞ 
国立大学法人京都大学 大学院理学研究科 坂上（さかじょう）研究室 
E-mail: sakajo@math.kyoto-u.ac.jp
https://www.math.kyoto-u.ac.jp/~sakajo/index-j.html

＜本ニュースリリースに関するお問い合わせ＞ 
BIPROGY株式会社 広報部 PR室 
https://www.biprogy.com/newsrelease_contact/ 
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